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図形の組み合わせ 試行数 正解数 正答率
TH100-TH096 48 43 0.89583
TV100-TV096 48 43 0.89583
TH100-TV096 48 16 0.33333
TV100-TH096 48 47 0.97917
TV100-TH100 96 85 0.88542
ThH100-ThH096 48 41 0.85417
ThV100-ThV096 48 37 0.77083
ThH100-ThV096 48 38 0.79167
ThV100-ThH096 48 39 0.8125
ThV100-ThH100 96 50 0.52083
LH100-LH096 48 40 0.83333
LV100-LV096 48 44 0.91667
LH100-LV096 48 29 0.60417
LV100-LH096 48 45 0.9375
LV100-LH100 96 69 0.71875
「TV100-TH100」「ThV100-ThH100」「LV100-LH100」の
結果はすべて0.5より大きい．また，どの形状において
も，相異なる図形の組み合わせのときには垂直線が長い
ものがより正答率が高い．このことから，垂直線と水平
線の長さが等しいとき垂直線の方が長く見える傾向があ
ると言える．
「TV100-TH100」「TH100-TV96」「TV100-TH96」の結果
より，「T」の形状については特に垂直線の方が長く見え
る効果が顕著に表れていると言える．
一般に，水平垂直錯視では「Th」の形状の場合には水
平線の方が長く見えるとされている．しかし今回の実験
では垂直線の方がやや長く見えていると言える結果に
なった．これは，隣に表示された比較対象と比べる実験
であったため，より比較が容易である垂直線を選ぶ傾向
が強くなったためだと考えられる．
結論
今回の実験結果より，人間は，並んで表示された2つ
の図形の白線の長さを比較するとき，より比較が容易で
あり，また錯視により長く感じられる垂直線を選ぶ傾向
にあると結論付けられる．
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